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○世界仏教文化研究センター規程

平成27年 3 月25日

改正　平成28年 5 月12日

平成30年 3 月 1 日

平成30年11月22日

平成31年 2 月14日

（目的）

第 1条　この規程は，世界仏教文化研究セン

ター（以下「センター」という。）の運営

等に関する必要な事項を定めることを目的

とする。

（設置）

第 2 条　龍谷大学及び龍谷大学短期大学部

（以下「本学」という。）に，龍谷大学学則

第70条及び龍谷大学短期大学部学則第46条

に基づき，センターを設置する。センター

は，龍谷大学の建学の精神に基づき，仏教

を機軸とした国際的な研究拠点を形成し，

現代世界の切実な諸課題に応え得る指針を

提示することで，国際交流の推進，教育へ

の還元と社会への貢献を目的とする。

（事業）

第 3条　センターは，次の各号に定める事業

を行う。

　（ 1 ）　‌‌‌‌仏教に関する研究事業

　（ 2 ）　‌‌‌‌仏教に関する国際交流事業

　（ 3 ）　‌‌‌‌仏教に関する教育事業

　（ 4 ）　‌‌‌‌仏教に関する社会貢献事業

　（ 5 ）　‌‌‌‌その他センターが特に必要と認めた

事業

（センター長及び副センター長）

第 4条　センターに，センター長及び副セン

ター長各 1 名を置く。

2 　センター長は，センターの事業を統括し，

センターを代表する。

3 　センター長は，学長が指名する。

4 　センター長の任期は， 2 年とする。ただ

し，再任を妨げない。

5 　副センター長は，センター長を補佐し，

センター長に事故あるときはその職務を代

理する。

6 　副センター長は，運営委員会で選出する。

7 　副センター長の任期は， 2 年とする。た

だし，再任を妨げない。

（運営委員会）

第 5条　センターは，次の各号に定める事項

について審議し決定するため，世界仏教文

化研究センター運営委員会（以下「運営委

員会」という。）を置く。

　（ 1 ）　‌‌センターの研究，国際交流，教育及

び社会貢献に関する事項

　（ 2 ）　‌‌センターの管理及び運営に関する事

項

　（ 3 ）　‌‌その他運営委員会が特に必要と認め

た事項

（構成等）

第 6条　運営委員会は，次の各号に定める者

によって構成する。

（ 137 ）（ 103 ）
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　（ 1 ）　‌‌センター長

　（ 2 ）　‌‌副センター長

　（ 3 ）　‌‌各研究部門長

　（ 4 ）　‌‌学長が指名する者　若干名

　（ 5 ）　‌‌研究プロジェクト代表者

　（ 6 ）　‌‌研究部長

　（ 7 ）　‌‌センター事務部長

2 　前項第 4 号の委員の任期は， 1 年とする。

ただし，再任を妨げない。

3 　運営委員会は，必要ある場合は，構成員

以外の者に運営委員会への出席を求め，そ

の意見を求めることができる。

（運営）

第 7条　運営委員会は，センター長が招集し，

議長となる。

2 　運営委員会は，構成員 2 分の 1 以上の出

席により成立し，議事は出席者の過半数の

同意により決定する。

（研究部門長会）

第 7条の 2　センターは，次の各号に定める

事項について審議し決定するため，セン

ター長のもとにセンター研究部門長会（以

下「部門長会」という。）を置く。

　（ 1 ）　‌‌運営委員会への提案事項に関するこ

と

　（ 2 ）　‌‌センターに係る日常的な業務の運営

に関すること

　（ 3 ）　‌‌運営委員会から委任された事項

2 　前項第 3 号に関して運営委員会から，審

議決定の委任がなされた事項に関しては，

部門長会の審議決定をもって執行すること

ができる。ただし，その結果については直

近に開催される運営委員会に報告し，了承

を得なければならない。

3 　部門長会は，次の各号に定める者によっ

て構成する。

　（ 1 ）　‌‌センター長

　（ 2 ）　‌‌副センター長

　（ 3 ）　‌‌各研究部門長

4 　部門長会は，必要ある場合は，構成員以

外の者に部門長会への出席を求め，その意

見を求めることができる。

5 　部門長会は，構成員 3 分の 2 以上の出席

により成立し，議事は出席者の過半数の同

意により決定する。

（部門等の設置）

第 8条　センターに，次の 3 つの部門を置き，

その下に複数の研究班及び研究プロジェク

トを置くことができる。

　（ 1 ）　‌‌基礎研究部門

　（ 2 ）　‌‌応用研究部門

　（ 3 ）　‌‌国際研究部門

2 　各部門に研究部門長 1 名を置く。研究部

門長は，運営委員会で選出する。

3 　研究班及び研究プロジェクトの設置及び

改廃は，運営委員会により審議する。

4 　研究プロジェクトは，次の各号のとおり

とする。

　（ 1 ）　‌‌外部資金導入型研究プロジェクト

　（ 2 ）　‌‌大学が特に必要と認めた研究プロ

ジェクト

（付属研究センター）

第 9条　センターに設置する研究班及び研究

プロジェクトは，研究の活性化・高度化を

推進するために，運営委員会が必要と認め

る場合「付属研究センター」と呼称するこ

とができる。

2 　付属研究センターの運営等については，

（ 138 ）（ 104 ）
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運営委員会が別に定める。

（研究員等）

第10条　センターには，次の各号に定める研

究員，研修員及び補助員を置くことができ

る。

　（ 1 ）　‌‌専任研究員

　（ 2 ）　‌‌兼任研究員

　（ 3 ）　‌‌客員研究員

　（ 4 ）　‌‌招聘研究員

　（ 5 ）　‌‌嘱託研究員

　（ 6 ）　‌‌受託研究員及び受託研修員

　（ 7 ）　‌‌博士研究員

　（ 8 ）　‌‌研究系アシスタントスタッフリサー

チ・アシスタントＡ又はリサーチ・

アシスタントＢ

（専任研究員）

第11条　専任研究員は，研究所等における専

任研究員任用規程により，運営委員会が推

薦した者を学長が任命する。

2 　専任研究員の待遇は，本学の専任教育職

員に準ずる。

（兼任研究員）

第12条　兼任研究員とは，本学の専任教育職

員で，センターの研究，国際交流，教育及

び社会貢献の活動に参加する者をいう。

2 　兼任研究員は，運営委員会が候補者を推

薦し，その候補者の所属する機関・教授会

の議を経て，学長が委嘱する。

3 　兼任研究員の任期は， 1 年とする。ただ

し，再任を妨げない。

（客員研究員）

第13条　客員研究員とは，学外の研究者で，

一定期間センターの研究，国際交流，教育

及び社会貢献の事業に参加する者をいう。

2 　客員研究員は，センター長が候補者を推

薦し，運営委員会の決定を経て学長が委嘱

する。

3 　客員研究員の任期は， 1 年とする。ただ

し，再任を妨げない。

（招聘研究員）

第14条　招聘研究員は，招聘研究員任用規程

により，運営委員会が推薦した者を学長が

任命する。

（嘱託研究員）

第15条　嘱託研究員とは，前 2 条に規定する

研究員以外の者で，センターの研究，国際

交流，教育，研究及び社会貢献の活動に参

加する者をいう。

2 　嘱託研究員は，センター長が候補者を推

薦し，運営委員会の決定を経て学長が委嘱

する。

3 　嘱託研究員の任期は， 1 年とする。ただ

し，再任を妨げない。

（その他研究員等）

第16条　第10条第 1 項第 6 号から第 8 号まで

の研究員，研修員及び補助員の職務及び任

用については，別に定める。

（事務組織）

第17条　センターの事務は，世界仏教文化研

究センター事務部が行う。

（改廃）

第18条　この規程の改正は，運営委員会の議

を経て，評議会において決定する。

　付　則

1 　この規程は，平成27年 4 月 1 日から施行

する。

2 　仏教文化研究所の廃止に伴い，同研究所

の事業については，世界仏教文化研究セン

（ 139 ）（ 105 ）

﻿



ターが引き継ぎ，推進するものとする。

　付�　則（平成28年 5 月12日旧第 9 条～旧第

14条繰下，旧第15条繰下・改正，旧第16

条及び旧第17条繰下，第 9 条新設）

　この規程は，制定日（平成28年 5 月12日）か

ら施行し，平成28年 4 月 1 日から適用する。

　付�　則（平成30年 3 月 1 日付則（平成27年

3 月25日）第 1 項改正，第 2 項追加）

　この規程は，平成30年 4 月 1 日から施行する。

　付�　則（平成30年11月22日第10条改正）

　この規程は，平成31年 4 月 1 日から施行する。

　付�　則（平成31年 2 月14日第 6 条，第 8 条，

第12条改正，第 7 条の 2 新設）

　この規程は，平成31年 4 月 1 日から施行する。

（ 140 ）（ 106 ）
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